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小林浩子. 関節リウマチ診療の進歩と病診連携. Primary Care Ladies Seminar in Fukushima; 20190628; 福島. 
 
右田清志. リウマチ診療の最近の動向. 福島県北地域医療連携ネットワーク共同勉強会; 20190904; 福島. 
 
右田清志. 自己炎症性疾患の診断と治療. 自己免疫疾患セミナー; 20190912; 福島. 
 
右田清志. ステロイド性骨粗鬆症の診断・治療について. 福島Total Care Forum; 20191112; 福島. 
 
右田清志. ステロイド治療の留意点～ステロイド性骨粗鬆症を中心に～. 第8回東北小児膠原病研究会; 
20191207; 福島. 
 
〔招待講演〕 
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右田清志. IL-6から炎症病態を考える. 第34回日本整形外科学会基礎学術集会; 20191017; 横浜. 
 
〔その他〕 
 
右田清志. 福島県立医科大学でのRA治療方針について. エーザイ株式会社MR研修会; 20190412; 福島. 
 
右田清志. IL-6から見たリウマチ性疾患の病態. 第13回福島小児血液・腫瘍研究会; 20190511; 福島. 
 
右田清志. リウマチの新しい治療. 北福島医療センター 第103回地域けんこう講座; 20190518; 伊達. 
 
藤田雄也. 関節リウマチにおけるT細胞活性化調節因子の検討. 第5回Academy of Clinical Immunology, one 
step further; 20190629; 福島. 
 
浅野智之. 関節リウマチ最新の知見に関して～関節エコーを含む～. アステラス製薬株式会社社内研修会; 
20190821; 福島. 
 
松岡直紀. 視力低下を来たしたMPO-ANCA陽性の一例. 第18回東北臨床免疫研究会; 20190824; 山形. 
 
佐藤秀三. 当科における高齢リウマチの治療選択について：アバタセプトを中心に. 第4回福島県RAセミナー; 
20190831; 郡山. 
 
小林浩子. 代表的な疾患の診断等について＜①リウマチ・膠原病＞. 令和元年度福島県難病指定医研修; 20190901; 
郡山. 
 
右田清志. 自己炎症性疾患の診断と治療. Interactive Meeting in Fukushima; 20190906; 福島. 
 
藤田雄也. 自己炎症性疾患：当施設の取り組み. Interactive Meeting in Fukushima; 20190906; 福島. 
 
右田清志. 自己炎症症候群の診断と治療. 第5回郡山自己免疫セミナー～自己炎症症候群～; 20190925; 郡山. 
 
佐藤秀三. 実臨床におけるアバタセプトの立ち位置. ABatacept Communication Meeting; 20191109; 郡山. 
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〔原 著〕 
 
Yamamoto S, Ito T, Sato M, Goto S, Kazama JJ, Gejyo F, Narita I. Adsorption of Protein-Bound Uremic 
Toxins Using Activated Carbon through Direct Hemoperfusion in vitro. Blood Purification. 201905; 48(3):215-
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